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四
月
二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会
議

室
に
て
、
平
成
十
三
年
度
第
一
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

会
が
、
委
員
十
五
名
（
代
理
出
席
を
含
む
）
の
出
席

を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

過
日
四
月
十
日
と
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
事
務
連

絡
会
議
（
正
副
委
員
長
と
事
務
総
局
に
よ
る
会
議
）

で
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
の
報
告
が
国
際
文
化
部
よ

り
な
さ
れ
た
後
、
青
地
敬
水
委
員
長
が
座
長
と
な
り

審
議
が
開
始
さ
れ
た
。

四
月
上
旬
に
ネ
パ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ

国
際
科
学
専
門
家
会
議
で
、
マ
ヤ
堂
の
基
本
設
計
案

が
確
定
さ
れ
な
か
っ
た
件
と
、
事
業
資
金
の
問
題
、

考
古
学
者
上
坂
悟
氏
の
考
古
学
調
査
報
告
書
（
英
文

版
）
の
発
刊
が
六
月
下
旬
に
な
る
件
等
に
つ
い
て
、

各
委
員
よ
り
種
々
の
意
見
が
出
さ
れ
、
討
議
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ヤ
堂
の
基
本
設
計
案
と
事
業

資
金
問
題
に
つ
い
て
は
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
続
け
る
こ
と

と
し
、
午
後
四
時
閉
会
さ
れ
た
。

四
月
二
十
四
日
午
後
二
時
よ
り
明
照
会
館
会
議
室

に
お
い
て
、
平
成
十
三
年
度
第
一
回
国
際
委
員
会
が

委
員
九
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

西
村
輝
成
事
務
総
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
新

委
員
須
藤
大
恵
師
（
全
日
本
仏
教
青
年
会
、
武
智
公

英
師
が
代
理
出
席
）
に
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

松
濤
弘
道
委
員
長
が
座
長
と
な
り
、
昨
年
十
二
月

に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会

議
バ
ン
コ
ク
大
会
へ
の
参
加
模
様
が
詳
細
に
報
告
さ

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
中
に
発
表
さ
れ
た
『
仏
教

聖
典
』（
本
会
加
盟
の（
財
）仏
教
伝
道
協
会
発
刊
）

に
対
す
る
、上
座
部
仏
教
僧
チ
ャ
オ
・
チ
ュ
ー
師（
Ｗ

Ｆ
Ｂ
執
行
委
員
、
ア
メ
リ
カ
）
か
ら
の
意
見
書
に
つ

い
て
討
議
が
行
わ
た
。

続
い
て
、
ア
ジ
ア
圏
各
国
の
仏
教
僧
や
団
体
よ
り

寄
せ
ら
れ
る
交
流
・
協
力
・
援
助
等
の
要
望
へ
の
対

応
が
検
討
さ
れ
、
今
後
と
も
各
委
員
か
ら
の
情
報
を

得
な
が
ら
更
な
る
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
国
際
文
化
事
業
報
告
と
し
て
、
奈
良
康

明
委
員
よ
り
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
支
援
募
金
会

に
つ
い
て
の
概
要
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
櫻
井
英
幸

国
際
文
化
部
長
よ
り
、
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
現
況
、

タ
リ
バ
ー
ン
に
よ
る
仏
像
破
壊
阻
止
の
た
め
の
国
連

・
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
請
願
文
送
付
、ブ
ー
タ
ン
映
画「
ザ

・
カ
ッ
プ
夢
の
ア
ン
テ
ナ
」、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四

世
提
唱
の
「
世
界
聖
な
る
音
楽
祭
・
広
島
二
〇
〇

一
」
に
対
す
る
広
報
・
支
援
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
（
仏
教
国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
ア
ー
ユ
ス
の

諸
活
動
へ
の
推
薦
・
広
報
、
第
二
十
二
回
日
韓
仏
教

文
化
交
流
ソ
ウ
ル
奉
恩
寺
大
会
へ
の
参
加
方
針
、
花

ま
つ
り
新
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
状
況
等
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
後
、
四
時
十

五
分
閉
会
と
な
っ
た
。

四
月
十
八
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
明
照
会
館
会
議

室
で
、
本
年
度
第
一
回
同
和
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
し
て
本
年
度
の
同
和
研
修
会
は
、
六
月
二
十
九

日
に
、
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
と

業
・
宿
業
を
テ
ー
マ
に
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

国
際
委
員
会

同
和
委
員
会

長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
の
午
後
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
本
会
事
務
総
局
（
○
三
―
三
四
三

七
―
九
二
七
五
）
へ
事
前
予
約
の
上
お
い
で
下

さ
い
。

本
誌
発
送
先
変
更
の
場
合
、
事
務
局
迄
、

御
一
報
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い 法

律
相
談
室

全 仏
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三
月
二
十
七
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

で
、
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
主
催
に
よ
る

公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

前
号
の
基
調
講
演
の
紹
介
に
続
き
、
当
日
行
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
田
代
弘
興
師
（
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
研
究
会
座
長
・
真
言
宗
豊
山
派
）、
助
言
者
に
、

基
調
講
演
を
お
願
い
し
た
小
栗
宏
次
氏
（
愛
知
県
立

大
学
教
授
）、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
竹
内
弘
道
師
（
曹
洞

宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
幹
事
）、
高
梨
弦
遊
師

（
曹
洞
宗

群
馬
県
永
福
寺
住
職
）、
法
雲
俊
邑
師

（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
企
画
室
嘱
託
、
滋
賀
県
觀
行

寺
住
職
）、
三
神
正
樹
氏（（
株
）博
報
堂
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
局
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）

（
文
中
敬
省
略

文
責

社
会
部
）

※

※

※

田
代

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
仏
教
界
で
の
有
効
活
用

の
事
例
と
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト

の
皆
様
に
お
話
頂
き
た
い
。

竹
内

有
効
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
の
前
提
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
人
の
、
�
冷
や
か
し
、
�
移
り

気
、
�
わ
が
ま
ま
、
�
賢
い
、
�
さ
び
し
が
り
や
の

反
面
、
信
頼
関
係
を
欲
し
て
い
る
。
と
い
っ
た
特
質

を
知
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た

人
々
の
要
望
に
応
え
る
画
面
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
見
る
人
が
知
り
た
が
っ
て
い
る
も
の
は
何

か
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
に
答
え
、
自
分
の
発
信

し
た
い
情
報
は
後
回
し
に
す
る
位
で
丁
度
良
い
。

つ
ぎ
に
、
曹
洞
宗
僧
侶
で
、
ご
自
身
で
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
高
梨
弦
遊
僧
正
か
ら
現
況
を

報
告
し
て
頂
く
。

高
梨

曹
洞
宗
は
行
住
座
臥
の
全
て
が
座
禅
即
仏
法

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
う
ち
で
も
食
事
を
大
切
に

す
る
。
現
代
社
会
は
食
事
が
乱
れ
、
食
物
等
も
の
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
食

事
と
い
う
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
具
体
的
行
為
を
通

じ
て
の
布
教
の
効
果
を
考
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
禅

と
精
進
料
理

http
://w
w
w
3.ocn.ne.jp/

〜kai-
zouji/

）
を
利
用
し
た
布
教
を
試
み
て
い
る
。

開
設
し
て
九
ヶ
月
、
精
進
料
理
の
献
立
と
調
理
法

の
他
、
法
話
や
永
平
寺
の
修
行
の
様
子
な
ど
を
紹
介

し
て
い
る
が
ま
だ
模
索
段
階
で
あ
る
。
し
か
し
、
閲

覧
者
か
ら
は
、
内
外
を
通
じ
て
大
き
な
反
響
が
あ
る
。

そ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
必
ず
丁
寧
に
返
信
を
出
す
よ

う
に
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
気
が
つ
い
た
こ
と
は
、

ネ
ッ
ト
上
で
の
マ
ナ
ー
の
不
足
（
質
問
に
答
え
て
も

そ
の
ま
ま
）
や
、
不
特
定
多
数
に
情
報
を
公
開
す
る

に
あ
た
っ
て
の
著
作
権
と
人
権
に
対
す
る
配
慮
の
必

要
性
。
ま
た
仏
教
寺
院
が
開
設
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
少
な
い
こ
と
。
開
設
し
て
い
て
も
寺
の
沿
革
紹
介

な
ど
に
と
ど
ま
り
、
一
般
が
求
め
て
い
る
仏
の
教
え

や
救
い
、
宗
教
儀
礼
の
意
味
と
い
う
も
の
に
正
面
か

ら
取
り
組
ん
だ
も
の
は
少
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
た
、
総
花
的
な
も
の
よ
り
、
何
か
一
つ
テ
ー
マ

（
自
分
の
場
合
は
食
）
を
絞
り
、
そ
れ
を
全
面
に
出

し
た
ペ
ー
ジ
の
方
が
見
て
も
ら
え
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
仏
教
界
内
部
の
み
で
な
く
、
広
く
一
般

を
対
象
に
し
た
教
化
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
る
布
教
に
は
限
界
が
あ

�
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る
。
あ
く
ま
で
仮
想
空
間
上
の
布
教
で
あ
り
、
教
え

の
入
口
と
し
て
は
良
い
が
、
伽
藍
の
中
で
の
人
と
人

と
の
直
接
の
説
法
、
教
化
に
替
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

私
は
ネ
ッ
ト
は
あ
く
ま
で
お
寺
の
入
口
の
一
つ
と
考

え
た
い
。

竹
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
対
社
会
的
に
開
か
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
内
容
に
つ
い
て
制
作
者
の
社
会
意

識
が
直
接
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
現
実
は

宗
旨
に
基
づ
い
た
教
化
と
同
時
に
、
各
地
域
ご
と
に

異
な
る
風
習
を
取
り
入
れ
て
、
実
際
の
教
化
活
動
が

行
わ
れ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
時
も
そ
の

か
ね
合
い
を
ど
う
す
る
か
が
大
切
で
あ
る
。

法
雲

真
宗
大
谷
派
は
蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
広

報
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
た
が
、
約
十
数
年
前
か
ら
宗
務
所
の
事
務
を
合
理

化
す
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用
を
始
め
て

い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
は
そ
の
一
環
で
あ
る
。

宗
門
で
一
般
企
業
の
生
産
活
動
に
相
当
す
る
の
は
教

化
活
動
で
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
の
が
事
務
部
門

で
あ
る
。

本
宗
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http
://w
w
w
.tom
o-

net.or.jp

）
は
、
こ
の
両
者
の
中
間
に
位
置
し
、
真

宗
大
谷
派
・
東
本
願
寺
の
内
容
を
知
っ
て
頂
き
、
教

化
活
動
の
一
端
も
担
っ
て
い
る
。既
定
の
ペ
ー
ジ（
本

廟
奉
仕
、
か
わ
ら
版
、
法
話
、
諸
殿
案
内
、
出
版
物

紹
介
、
参
拝
案
内
）
の
他
、
特
別
な
行
事
や
法
要
の

時
（
一
九
九
八
年
の
蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
な

ど
）
に
、
内
外
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
Ｃ
Ｓ
放
送
を

使
っ
て
生
中
継
を
行
っ
た
。
そ
し
て
全
国
の
教
務
所

で
門
徒
の
皆
さ
ん
に
見
て
頂
け
る
よ
う
に
し
た
が
、

こ
れ
に
は
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
・
Ｃ
Ｓ
放
送
で
は
、
ス
カ
イ
パ
ー

フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
の
ス
カ
イ
Ａ

二
八
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

毎
週
日
曜
日
の
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
前
九
時

ま
で
一
般
に
向
け
た
内
容
の
放
送
を
行
っ
て
い
る
。

東
本
願
寺
の
中
に
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
引
か
れ

て
い
て
、
各
部
署
は
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
で
結
ば
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
寺
内

各
所
で
の
催
し
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
も
見
ら
れ
る
。

今
後
の
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
化
は
、
宗
門
内
で
も

避
け
て
通
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
Ｉ
Ｔ
を
有
用
な
道

具
と
し
て
使
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
個
人
の

心
の
中
へ
い
か
に
仏
教
を
伝
え
て
行
く
か
、
家
の
仏

教
か
ら
個
人
の
仏
教
へ
と
変
化
し
て
い
く
中
で
い
か

に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
い
く
か
考
え
て
行

き
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
教
化
の
道
具
と
し
て
研
究
す

る
余
地
は
ま
だ
あ
る
。
昔
か
ら
お
寺
は
学
問
発
信
の

場
、
集
う
人
達
の
情
報
収
集
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
役
割
と
、
人
と
人
と
の
心
の
触
れ
あ
い
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
う
一
度
取
り
戻
せ
る
か
ど
う
か
、

今
後
の
大
き
な
課
題
に
な
る
と
考
え
る
。

田
代

こ
こ
で
、
現
代
の
最
先
端
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
が
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
、
博
報
堂
の

三
神
氏
よ
り
お
話
い
た
だ
く
。

三
神

私
た
ち
広
告
会
社
は
、
事
業
を
行
っ
て
い
る

企
業
が
「
生
活
者
」
と
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
か
、
そ
の
場
を
作
る
の
が
仕
事
で
あ
る
。

生
活
者
と
は
、
も
の
を
消
費
し
そ
の
度
合
い
を
数

値
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
消
費
者
と
い
う
概
念
と

は
異
な
る
。
泣
き
笑
い
し
、
二
十
四
時
間
の
生
活
を

行
う
生
活
者
と
い
う
目
で
相
手
を
見
て
、
相
手
を
理

解
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
そ
の
点
で
宗

教
家
と
接
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
例
外
に
な
ら
な
い
。

結
果
と
し
て
生
活
者
が
豊
か
に
な
る
こ
と
、
こ
れ

が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
目
的
で
あ
る
。
単
に
も
の
が

売
れ
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

小栗宏次氏竹内弘道師

全 仏

－４－

２００１年６月１日
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ま
た
、
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
宗
教
に
お
け
る

教
義
に
相
当
す
る
。
世
界
観
、
安
心
感
、
歴
史
、
格

が
よ
り
深
く
形
作
ら
れ
て
行
く
と
、
生
活
者
と
の
間

に
強
い
絆
が
作
ら
れ
て
い
く
。
強
い
絆
が
あ
る
商
品

は
強
い
ブ
ラ
ン
ド
を
形
作
る
。
強
い
ブ
ラ
ン
ド
は
生

活
者
か
ら
支
持
さ
れ
る
。
し
か
し
必
ず
し
も
た
く
さ

ん
売
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
が
良
い
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
い
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
要
素
の
�
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
と
は
、
ブ
ラ
ン
ド
、
つ
ま
り
企
業
や
商
品
の
持

っ
て
い
る
世
界
観
を
構
築
し
て
い
く
、
あ
る
い
は
企

業
や
商
品
が
持
っ
て
い
る
市
場
や
生
活
者
の
安
心
感

を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
教
者
が

普
段
行
っ
て
い
る
活
動
そ
の
も
の
と
言
え
る
。
�
Ｃ

Ｒ
Ｍ
（
カ
ス
タ
マ
ー
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
）
と
は
生
活
者
と
企
業
の
関
係
を
構
築
し

て
絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
言
う
。
宗
教
の
世
界
で

は
説
法
す
る
こ
と
が
こ
れ
に
当
た
る
。
お
寺
に
行
け

ば
お
茶
が
出
て
お
も
し
ろ
い
話
が
聞
け
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
が
Ｃ
Ｒ
Ｍ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
�
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
こ
れ
は
販
売
促
進
そ
の
も
の
で
、
駅

前
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
る
こ
と
が
こ
れ
に
当
た
る
。

ま
た
昔
か
ら
広
告
の
世
界
で
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
Ａ
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
注
意
（
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
）
を

引
き
つ
け
て
、
興
味
（
イ
ン
タ
レ
ス
ト
）
を
持
っ
て

も
ら
っ
て
、
欲
求
欲
望
（
デ
ザ
イ
ア
）
に
高
め
て
、

覚
え
て
も
ら
い
（
メ
モ
リ
ー
）、
買
っ
て
（
ア
ク
シ

ョ
ン
）
も
ら
う
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
宗
教
者
が
作
る

場
合
も
、
こ
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
Ａ
を
考
え
て
頂
く
と
良
い

の
で
は
な
い
か
。

こ
の
一
月
に
実
父
が
亡
く
な
っ
て
長
男
と
し
て
仏

事
を
勤
め
た
お
り
、
実
際
に
役
に
立
っ
た
の
は
保
険

会
社
が
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
。
そ
の
ペ

ー
ジ
は
亡
く
な
っ
て
か
ら
忌
明
け
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
注
意
点
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
た
。
私
の
よ

う
な
平
均
的
な
生
活
者
と
、
仏
教
の
世
界
の
接
点
の

作
り
方
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
仏
教
者
が
一
工
夫
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
つ
ま
り
人
が
集
う
場
所
と
は
、

一
般
的
に
は
物
理
的
に
場
所
を
共
有
す
る
公
民
館
や

お
寺
の
よ
う
な
場
所
を
指
す
。
し
か
し
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
は
時
間
や
場
所
を
共
有
し
な
く
て
も
作
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



・
十
月
十
日
（
水
）
午
後
四
時
〜
八
時

於

長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

・
分
科
会
（
い
の
ち
、
教
育
、
環
境
）

・
交
流
親
睦
の
夕
べ
…
会
費
五
○
○
○
円

・
十
月
十
一
日
（
木
）
午
後
一
時
〜
四
時

於

長
岡
市
立
劇
場

・
記
念
式
典

・
記
念
講
演

講
師

豊
原
大
成

師

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
元
総
長
）

参
加
料
…
一
五
○
○
円
（
記
念
品
代
含
む
）

申
込
期
日

七
月
十
日
（
火
）
ま
で

申
込
方
法

各
県
仏
教
会
ま
た
は
所
属
団
体
ご
と
に

参
加
者
を
ま
と
め
て
申
込
み

所
属
団
体
の
な
い
方
は
個
々
に
申
込
み

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
徒
会
議
新
潟
大
会
事
務
局

〒
九
四
○
ー
○
八
八
三

長
岡
市
小
曽
根
町
二
一
九
三

延
命
寺
内

電

話
○
二
五
八
ー
二
四
ー
五
二
九
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
二
五
八
ー
二
四
ー
五
六
四
四

新
潟
大
会

高梨弦遊師法雲俊邑師

２００１年６月１日

－５－

全 仏



こ
う
し
た
仮
想
現
実
の
場
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

対
象
と
し
て
成
功
し
た
例
と
し
て
ホ
ン
ダ
ス
テ
ッ
プ

ワ
ゴ
ン
の
例
が
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
タ
ロ
グ

を
見
れ
る
。
こ
れ
は
ど
こ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
も

同
じ
で
あ
る
。
ホ
ン
ダ
は
、
ス
テ
ッ
プ
ワ
ゴ
ン
購
入

者
が
集
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

:
//w
w
w
.honda.co.jp

/stepw
gn

）
を

別
に
立
ち
上
げ
て
、
こ
の
車
を
中
心
に
し
た
生
活
が

見
え
る
よ
う
に
し
、
メ
ー
カ
ー
と
生
活
者
が
良
い
関

係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
新
規
の
購
買

者
、
購
買
予
備
軍
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
。

生
活
者
に
は
通
り
一
遍
に
理
屈
を
説
く
よ
り
も
、

い
か
に
日
常
生
活
を
楽
し
く
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
か

を
伝
え
る
か
が
大
切
で
あ
る
。
全
て
は
生
活
者
相
互

の
理
解
と
絆
作
り
か
ら
始
ま
る
。

小
栗

数
年
前
、
介
護
の
世
界
に
テ
レ
ビ
電
話
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
と
い
う
実
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
介
護
は
人
の
手
を
握
っ
て
、
声
を

か
け
て
初
め
て
成
立
す
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
に
導
入
し
て
み
る
と
介
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
の
方
か
ら
と
て
も
良
い
と
い
う
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
介
護
に
人
が
来
る
場
合
は
、

一
日
、
あ
る
い
は
数
日
に
一
度
で
あ
る
の
に
対
し
、

テ
レ
ビ
電
話
シ
ス
テ
ム
で
は
、
寂
し
い
時
に
相
手
に

な
っ
て
く
れ
る
。
必
要
な
時
に
必
要
な
情
報
が
得
ら

れ
る
。
社
会
が
忙
し
く
な
り
、
そ
の
変
化
に
対
応
す

る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
来
て
い
る
。

四
月
か
ら
Ｉ
Ｔ
講
習
会
が
始
ま
り
、
お
年
寄
り
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
得
る
よ
う
に
な
る
。
例

え
ば
仏
壇
が
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
、
仏
壇
に
情
報
が

表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
仏
壇
の
前
に
人
が
あ

つ
ま
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
社

会
変
化
に
対
応
で
き
る
企
業
、
宗
教
が
新
し
い
展
開

を
し
て
い
く
と
考
え
る
。

法
雲

こ
れ
か
ら
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が
出
て
く
る
が
、

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

教
団
、
個
人
の
立
場
で
、
工
夫
し
て
役
立
て
て
行
き

た
い
。

田
代

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
運
営
す
る
場
合
、

全
国
各
地
の
店
舗
・
会
社
の
レ
ベ
ル
を
均
質
化
、
向

上
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
界
で
も
こ
う

し
た
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

と
か
く
僧
侶
は
住
職
に
な
る
と
、
独
り
よ
が
り
の

寺
院
運
営
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
が
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
て
く
る
僧
侶
が
多
く
な
る
。
こ
れ
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
あ
る
。

テ
ー
マ�

�
��

�
�
�
�
�
�
	


���

��

日
時

七
月
四
日
（
水
）
午
後
二
時
〜
四
時
半

場
所

本
願
寺
築
地
別
院
（
築
地
本
願
寺
）
講
堂

東
京
都
中
央
区
築
地
三
―
十
五
―
一

営
団
地
下
鉄
日
比
谷
線
「
築
地
」
下
車

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�



�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
��

パ
ネ
リ
ス
ト

佐
藤
雅
彦
師
（
大
正
大
学
講
師
・
浄
土
宗
僧
侶
）

谷
山
洋
三
師
（
長
岡
西
病
院
ビ
ハ
ー
ラ
僧
）

平
野

博
氏
（
長
岡
西
病
院
ビ
ハ
ー
ラ
病
棟
医
師
）

※
入
場
無
料
・
公
開

問
い
合
わ
せ
・
申
込

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

電

話

○
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

○
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
○

E- m
ail
jbf@

opal.fam
ille.ne.jp

全
日
本
仏
教
会
教
化
セ
ミ
ナ
ー

三神正樹氏

全 仏

－６－

２００１年６月１日



質
問

一
〇
年
位
前
に
借
地
借
家
法
が
改
正
さ
れ
て

地
主
に
有
利
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
う
い
う

と
こ
ろ
が
有
利
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

※

※

※

回
答

借
地
借
家
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
い
ま

す
）
が
平
成
三
年
に
交
付
さ
れ
、
平
成
四
年
八
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の

借
地
法
と
借
家
法
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
新

法
が
施
行
さ
れ
る
以
前
か
ら
土
地
を
貸
し
て
い
る
地

主
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
前
と
同
じ
と
考
え
て
よ
い

と
思
い
ま
す
。

従
来
の
借
地
法
は
大
正
一
○
年
に
制
定
さ
れ
、
昭

和
十
六
年
に
更
新
拒
絶
や
解
約
に
正
当
事
由
が
要
求

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
借
地
借
家
法
制
の
骨

格
が
決
ま
り
ま
し
た
。
戦
後
も
何
回
か
改
正
さ
れ
ま

し
た
が
、
平
成
三
年
の
改
正
は
相
当
大
幅
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
従
来
か
ら
の
借
地
権
に
つ
い
て
は
、
新
法

の
適
用
が
な
く
、
従
来
の
借
地
法
の
効
力
が
存
続
す

る
た
め
、
今
ま
で
ど
お
り
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

改
正
内
容
で
特
に
重
要
な
の
は
存
続
期
間
と
正
当

事
由
で
す
。

第
一
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
は
、
�
堅
固
な
建
物

の
所
有
を
目
的
と
す
る
も
の
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、

三
〇
年
、
�
契
約
で
三
○
年
よ
り
長
い
存
続
期
間
を

定
め
た
場
合
に
は
�
に
拘
わ
ら
ず
そ
の
定
め
た
期
間

に
よ
る
、
�
契
約
が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
更

新
後
の
借
地
権
の
存
続
期
間
は
、
堅
固
な
建
物
の
所

有
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
更
新

の
と
き
か
ら
二
〇
年
と
す
る
、
�
合
意
で
一
○
年
よ

り
長
い
契
約
更
新
後
の
存
続
期
間
を
定
め
た
と
き
は

�
に
拘
わ
ら
ず
そ
の
定
め
た
期
間
に
す
る
。
と
い
う

も
の
で
す
。

同
時
に
更
新
排
除
の
特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

即
ち
、
�
存
続
期
間
を
五
〇
年
以
上
に
定
め
る
借
地

権
と
、
期
限
三
○
年
以
上
で
期
限
が
く
れ
ば
地
主
が

住
宅
を
買
い
取
る
こ
と
を
約
束
し
て
お
く
建
物
買
取

り
型
の
借
地
権
に
つ
い
て
は
、
公
正
証
書
を
作
成
し

更
新
に
関
す
る
規
定
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
満
了
と
と
も
に
正
当
事
由
が
な
く
て
も
返
し
て

も
ら
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
�
ま
た
存

続
期
間
を
一
○
年
以
上
二
○
年
以
下
と
し
、
も
っ
ぱ

ら
事
業
（
居
住
の
た
め
の
貸
借
権
を
除
く
）
の
用
に

供
す
る
建
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
借
地
権
に
つ
い

て
は
、
公
正
証
書
を
作
成
し
て
�
の
更
新
の
規
定
と

�
の
存
続
期
間
の
規
定
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。第

二
の
正
当
事
由
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。
正
当
事
由
が
な
け
れ
ば
地
主
が
更
新
を

拒
絶
し
た
り
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
従

来
と
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
�
借
地
人
の
使
用
継
続

に
対
し
異
議
を
述
べ
る
場
合
、
建
物
が
な
い
と
き
は

正
当
事
由
は
不
要
で
す
。
そ
し
て
従
来
正
当
事
由
の

中
身
は
「
自
己
使
用
の
必
要
」
を
中
核
に
判
例
実
務

に
ま
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
�
土
地
所
有
者
お
よ

び
借
地
権
者
が
そ
の
土
地
の
使
用
を
必
要
と
す
る
事

情
の
ほ
か
、
借
地
に
関
す
る
従
前
の
経
過
お
よ
び
土

地
の
利
用
状
況
（
土
地
の
存
す
る
地
域
の
状
況
）
並

び
に
地
主
の
提
供
す
る
財
産
上
の
給
付
を
考
慮
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

右
の
改
正
内
容
の
う
ち
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

は
新
法
施
行
前
か
ら
存
続
す
る
借
地
権
に
つ
い
て
こ

れ
を
適
用
せ
ず
、
従
前
通
り
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
新
法
施
行
前
か
ら
の
借
地
権
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
法
施
行
後
に
更
新
し
た
借
地
権
も
施
行
前
か
ら
存

続
し
て
お
り
ば
同
様
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
土
地
を
貸
さ
れ
る
よ

う
な
と
き
は
以
上
述
べ
た
�
か
ら
�
の
内
容
を
よ
く

吟
味
さ
れ
て
契
約
内
容
を
決
め
ら
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

法
律
相
談
室

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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四
月
二
十
七
日
午
後
六
時
半
か
ら
、
駐
日
ネ
パ
ー

ル
王
国
大
使
公
邸
で
、
ネ
パ
ー
ル
王
国
デ
ィ
ペ
ン
ド

ラ
皇
太
子
殿
下
来
日
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。

本
会
か
ら
西
村
輝
成
事
務
総
長
、
青
地
敬
水
ル
ン
ビ

ニ
ー
委
員
会
委
員
長
、
櫻
井
英
幸
国
際
文
化
部
長
が

出
席
し
た

当
日
は
内
外
の
関
係
者
が
約
百
名
集
ま
り
、
華
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
交
流
を
深
め
て
い
た
。

四
月
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
真
宗
大
谷
派
視
聴

覚
ホ
ー
ル
で
、『
同
和
問
題
』に
と
り
く
む
宗
教
教
団

連
帯
会
議（「
同
宗
連
」）結
成
二
十
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
北
條
成
之
理
事
長
、
小
島
恵

真
同
和
推
進
部
長
、
三
浦
章
興
同
次
長
が
出
席
し
た
。

西
田
伊
太
郎
議
長
に
よ
る
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
の
後
、

大
谷
暢
顯
真
宗
大
谷
派
門
首
（
本
会
会
長
）
が
、
会

場
提
供
教
団
代
表
と
し
て
挨
拶
を
行
っ
た
。
つ
ぎ
に
、

組
坂
繁
之
部
落
解
放
同
盟
執
行
委
員
長
が
、「
部
落

解
放
運
動
の
課
題
と
宗
教
者
へ
の
期
待
」
を
テ
ー
マ

に
、
つ
づ
い
て
小
野
一
郎
第
三
期
「
同
宗
連
」
議
長

が
、「
「
同
宗
連
」
の
歩
み
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に

記
念
講
演
を
行
っ
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
ビ
デ
オ『
「
同
宗
連
」
二
十
年

の
あ
ゆ
み
ー
解
放
へ
の
誓
い
』
上
映
、
決
意
表
明
、

解
放
へ
の
誓
い
が
行
わ
れ
、
第
一
部
は
閉
会
。
会
場

を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
へ
移
し
、
記
念
行
事

（
交
流
会
）
が
行
わ
れ
た
。

四
月
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
、
真
言
宗
智
山
派
宗

務
庁
で
、『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教
教
団
連

帯
会
議（
「
同
宗
連
」）第
二
十
一
回
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。

議
長
、
各
委
員
会
報
告
に
続
き
、
二
○
○
○
年
度

活
動
・
決
算
報
告
と
承
認
、
二
○
○
一
年
度
事
業
計

画
・
予
算
案
の
質
疑
承
認
が
行
わ
れ
た
。
次
に
第
十

一
期
「
同
宗
連
」
役
員
教
団
選
出
が
行
わ
れ
、
以
下

の
体
制
が
承
認
さ
れ
た
。

議
長

黒
柳
祖
道
師
、
議
長
教
団

曹
洞
宗
、
副

議
長
教
団

高
野
山
真
言
宗
、
世
界
救
世
教
い
づ
の

め
教
団
、
天
理
教
、
企
画
委
員
長
教
団

真
言
宗
豊

山
派
、
広
報
委
員
長
教
団

天
台
宗
、
監
事
教
団

聖
観
音
宗
、
融
通
念
仏
宗
。

―
五
月
―

七
日

万
民
平
等
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

九
日

局
内
会
議

法
律
相
談
室

十
八
日

同
和
委
員
会

二
十
一
日

監
査
会

二
十
四
日

局
内
会
議

二
十
五
日

法
律
相
談
室

二
十
九
日

理
事
会

五
辻
実
誠
師
（
全
仏
元
常
務
理
事
）

四
月
十
五
日
遷
化
、
九
十
歳

真
宗
大
谷
派
元
宗
務
総
長

ネ
パ
ー
ル
皇
太
子

来
日
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

二
〇
〇
一
年
六
月
一
日
発
行

六
月
号

第
四
六
九
号

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

右より西村事務総長、ディペンドラ皇太子、青地ルンビニー委員会委員長
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四
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三
四
三
七
）九
二
七
五
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